




















































































































































































































































































































































































（2） 例えば以下のようなものが挙げられる。Paul Ricœur, Sur la traduction, Paris, Bayard, 
2004; John Sallis, On Translation, Indiana University Press, 2002; Martin Heidegger, Der 
Spruch des Anaximander, in: Horzwege, Heidegger Gesamtausgabe Bd. 5, hrsg. von F-W. 







（4） Martin Heidegger, Sein und Zeit, Max Niemeyer, Tübingen 171993, S. 192.
















（10） Heidegger, a.a.O., S. 219f. und vgl. auch. Martin Heidegger, Grundfragen der Philosophie 
–  Ausgewählte »Probleme« der »Logik«, Heidegger Gesamtausgabe Bd. 45, hrsg. von 
156
F-W. von Herrmann, Vittorio Klostermann, Frankfurt a. M. 21992, S. 96ff. また翻訳する
とはいかなることかを示しつつ、古典ギリシア語の文章を逐語的に解釈している
テクストとしては次のものが挙げられる。Martin Heidegger, a.a.O., Der Spruch des 
Anaximander.
（11） 辻村公一訳『有と時』（ハイデッガー全集第 2巻）、創文社、1992年。
（12） マルティン・ハイデガー著、高田珠樹訳『存在と時間』、作品社、2013年。
（13） ハイデガー著、熊野純彦訳『存在と時間』（一）－（四）、岩波書店、2013年。
（14） いわゆる「通訳規範」なるものは、このような通訳の一人称性に由来する。鳥飼、
前掲書、47頁参照。
（15） 鳥飼、同書、同頁。
（16） メーヌ・ド・ビラン著、F.C.T.ムーア編、掛下栄一郎監訳、益邑、大﨑、北村、阿
部訳『人間の身体と精神の関係　コペンハーゲン論考　1811年』、早稲田大学出
版部、1997年、128頁参照。
（17） 近藤は通訳業務を音楽に喩えて次のように述べている。「二つ目の言語で表現して
いるのは、自分の思想ではなくて、元話者という他人のものです。解釈者として
のピアニストは、ショパンの書いた音を、たとえばドのシャープをただのドに変
えてはならないと思います。通訳者は作曲者ではありません」（近藤、前掲書、45
頁）。
（18） 鳥飼、前掲書、160頁以下参照。
（19） 米原、前掲書、105頁以下。
（20） ジャック・デリダ著、足立和浩訳『根源の彼方に－グラマトロジーについて』
（上）、現代思潮新社、1972年、16頁、33頁参照。
（21） この傾向は通訳業務がなされる場のみならず、学会発表の場などでも感じられる。
例えば、ドイツにおける哲学系の学会発表では、原則としてハンドアウトを配布
することがない。聴衆は話者がそれを発した瞬間に消え去る一瞬の言葉の一つ一
つに耳を傾け、それこそ通訳のようにノートテイキングしながら議論を追う。他
方、日本においては原稿を配布し、それを読み上げるというスタイルで発表する
ことが普通であり、最近ではパワーポイントを使用してプレゼンテーションを行
うということもなされるが、少なくとも込み入った議論を要する哲学業界では書
き言葉をただひたすら読み上げ、またそのハンドアウトを参照しながら質疑応答
するというスタイルが依然として好まれていると言ってよい。
